
流域下水道並柳接続幹線管渠布設(その1)工事

数 量 集 計 表

路線名 その1

令 和 5 年 度

魚　沼　市



設計数量集計表(開削路線 本管）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

区間延長 VUφ350 m 83.47 83.47 

管布設工 管路土工 機械掘削工 BH0.28m3 m3 198.03 198.03 

埋戻A　締固め土量　山砂 BH0.28m3 m3 52.34 52.34 

埋戻A　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　山砂 BH0.28m3 m3 58.16 

埋戻B　締固め土量　改良土 BH0.28m3 m3 97.95 97.95 

埋戻B　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　改良土 BH0.28m3 m3 108.83 

残土　（掘削量－埋戻B　埋戻し必要土量　改良土） DT4t(BH0.28) m3 89.20 

管布設工 下水道用硬質塩化ビニル管 VUφ350 m3 79.87 79.87 

マンホール用可とう継手 VUφ350 組 8 8 

管明示シート VUφ350 ｍ 79.87 79.87 

管基礎工 砂基礎　締固め土量　山砂 m3 8.74 8.74 

砂基礎　締固め土量/0.9=埋め戻し必要土量　山砂 m3 9.71 

管路土留工 たて込み簡易土留設置撤去工 掘削深2.0m以下 m

掘削深2.5m以下 m 70.00 70.00 

掘削深3.0m以下 m 13.47 13.47 

掘削深3.5m以下 m

たて込み簡易土留材賃料 掘削深2.5m以下 m2 75.00 75.00 

掘削深3.0m以下 m2 90.00 90.00 

数　　量

その1 路線

1033-6

～

1033-9

工　種 種別 適　用 合　計



設計数量集計表(開削路線 本管）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

数　　量

その1 路線

1033-6

～

1033-9

工　種 種別 適　用 合　計

組立１号マンホール設置工

組立1号マンホー
ル

蓋・受枠 T-25 組 1 1 

　〃 T-14 組

呼び600用ﾛｯｸ付転落防止用梯子 組

調整金具 25mm 組

　〃 45mm 組 1 1 

調整リング 5cm 個 1 1 

　〃 10cm 個

　〃 15cm 個

斜壁 30cm 個

　〃 45cm 個 1 1 

　〃 60cm 個

直壁 30cm 個

　〃 60cm 個

　〃 90cm 個

　〃 120cm 個

　〃 150cm 個

　〃 180cm 個

管取付け壁 60cm 個

　〃 90cm 個 1 1 

　〃 120cm 個

　〃 150cm 個

　〃 180cm 個

底版 13cm 個 1 1 

マンホール削孔 φ350 箇所 1 1 

マンホール深さ3m以下 箇所 1 1 

マンホール深さ3m超～4m以下 箇所

マンホール深さ4m超～5m以下 箇所

標準インバート インバートのみ 箇所

基礎材あり 箇所 1 1 

基礎材のみ 箇所



設計数量集計表(開削路線 本管）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

数　　量

その1 路線

1033-6

～

1033-9

工　種 種別 適　用 合　計

組立１号レジンマンホール設置工

組立1号マンホー
ル

蓋・受枠 T-25 組 4 4 

　〃 T-14 組

呼び600用ﾛｯｸ付転落防止用梯子 組 4 4 

調整金具 25mm 組 3 3 

　〃 45mm 組 1 1 

調整リング 5cm 個 1 1 

　〃 10cm 個 3 3 

　〃 15cm 個 3 3 

頂版 12cm 個 4 4 

直壁（管取付壁含む） 30cm 個

　〃 60cm 個 1 1 

　〃 90cm 個 3 3 

　〃 120cm 個

　〃 150cm 個 4 4 

底版 9cm 個 4 4 

可とう継手壁厚増し加工 取付管径φ500mmまで 箇所 1 1 

マンホール削孔 VUφ350 箇所 3 3 

管口目地用樹脂パテ VUφ350 箇所 7 7 

マンホール深さ2m以下 箇所

マンホール深さ2m超～3m以下 箇所 4 4 

マンホール深さ3m超～4m以下 箇所

標準インバート インバートのみ 箇所

基礎材あり 箇所 3 3 

基礎材のみ 箇所 1 1 

副管 内副管取付工 1.0m以上～1.5m未満 箇所 1 1 

飛散防止板 φ350　H=1.061m セット 1 1 

飛散防止板 φ350　H=1.197m セット



設計数量集計表(付帯工）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

　付帯工（本管）仮復旧

舗装撤去工 舗装版切断 As 15cm以下 m 212.21 166.94 45.27 

濁水運搬処理工 式 1 

舗装版破砕　(直接掘削積込) As 10cm以下 m2 728.82 91.82 637.00 

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻運搬 m3 36.47 4.59 31.88 

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻処分 2.35t／m3 t 85.71 10.79 74.92 

舗装復旧工 下層路盤工　ARC-40 20cm m2 91.82 91.82 

県道旧A交通 上層路盤工　M-40 12cm m2 91.82 91.82 

区分N4 仮表層工　②粗粒度As(20) 5cm m2 91.82 91.82 

信頼性75％ 不陸整正 補充無 m2 637.00 637.00 

表層工　⑦密粒度As(新20FH) 5cm m2 637.00 637.00 

区画線工 白線：中央線・破線 15cm m 42.41 42.41 

白線：外側線・実線 15cm m 115.47 115.47 

仮設工

交通管理工 交通誘導警備員B 人日 33.5 33.5 

運搬費

仮設材 仮設材の運搬（往路） t 9.20 9.20 

運搬費 仮設材の運搬（復路） t 9.20 9.20 

仮設材等の積込み取卸し費（往路） t 9.20 9.20 

仮設材等の積込み取卸し費（復路） t 9.20 9.20 

準備費

試掘工 試掘工(3.0×1.0) 箇所 2 2 

調査費 TVカメラ調査工 ｍ 79.87 79.87 

数　　量

その1 路線

1033-6

～ 本復旧時

1033-9

V＝0.023×0.05×166.94＋0.023×0.05×45.27＝0.24

　 技術管理費

工　種 種別 適　用 合　計


